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2面 �立憲民主党へ保健所の実態伝える
Ｗｅｂ会議に自治労組合員が参加
�じちろう共済「団体生命共済」
新型コロナウイルス感染症にかかる取り扱い
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2
0
2
0
人
員
確
保
・
現
業
統
一
闘
争

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
、
人
員
拡
充
求
め
る

都本部は2020年4月時点で欠員が生じている職場の人員補
充、2021年4月の新規採用をめぐる協議、そして現業職員の採
用を求め、2020人員確保・現業統一闘争（第1次交渉ゾーン）
に取り組み、5月22日の統一行動日にむけてたたかいを進め
た。4月7日に発令された緊急事態宣言の影響もあり、交渉設
定が難しい状況の中、新型コロナウイルスの感染防止対策や現
業職の採用につながる回答を引き出した。

都
本
部
は
5
月
11
日
、
中
央

執
行
委
員
会
で
、
①
職
場
の
課

題
の
把
握
、
②
自
治
体
議
員
と

の
連
携（
6
月
議
会
対
策
）、③

公
共
民
間
職
場
の
解
雇
、
賃
金

カ
ッ
ト
な
ど
へ
の
対
応
、
④
労

働
相
談
窓
口
の
開
設
、
⑤
各
種

会
議
・
集
会
に
つ
い
て
の
5
項

目
か
ら
な
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
発
生
に
か
か
る
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」を
確
認
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
は
、
各
職
場
は
も
ち
ろ

ん
労
働
組
合
活
動
に
も
様
々
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
必
要
な
会
議

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
で
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。
効
果
的
な
ワ

ク
チ
ン
開
発
に
は
相
当
の
期
間

を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

収
束
ま
で
は
長
期
間
に
わ
た
る

こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
新

た
な
組
合
活
動
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
間
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自

治
体
職
場
の
現
状
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
推
薦
議
員
を

対
象
と
し
て
『
都
本
部
だ
よ

り
』
を
発
行
し
て
い
る
。

学
校
一
斉
休
校
に
よ
る
保
育

園
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
混
乱
、
感

染
症
対
応
の
矢
面
に
立
た
さ
れ

続
け
る
保
健
所
、
心
無
い
偏
見

の
目
が
向
け
ら
れ
る
医
療
・
福

祉
現
場
、
二
転
三
転
し
た
現
金

給
付
で
混
乱
す
る
受
付
窓
口

等
々
、
安
倍
政
権
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
後
手
に
回

り
、
打
ち
出
さ
れ
た
対
策
自
体

も
「
少
な
す
ぎ
、
遅
す
ぎ
」
と

批
判
さ
れ
、
批
判
の
一
部
は
、

自
治
体
職
員
に
も
向
け
ら
れ
て

い
る
。『
都
本
部
だ
よ
り
』
を

受
け
取
っ
た
議
員
か
ら
は
、

「
引
き
続
き
ご
教
授
を
お
願
い

し
ま
す
」、「
自
治
体
職
員
が
頼

り
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体

に
気
を
つ
け
て
」、「
議
会
で
も

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ

た
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

都
本
部
は
、
的
外
れ
な
批
判

に
毅
然
と
対
応
し
、
厳
し
い
人

員
配
置
の
中
で
も
精
一
杯
奮
闘

す
る
職
員
の
現
状
を
内
外
に
伝

え
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
都
本
部
の
対
応

推
薦
議
員
と
の
連
携
を
強
力
に

方
針
で
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
業

務
体
制
（
人
員
配
置
・
感
染
防

止
）
の
確
立
、
②
2
0
2
0
年

4
月
時
点
に
お
け
る
欠
員
職
場

へ
の
早
期
補
充
、
③
地
域
や
現

場
を
熟
知
し
た
現
業
労
働
者
の

発
想
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
の
労
使
共
通
認
識
の
確
立
、

④
現
業
職
場
の
直
営
体
制
維
持

な
ど
全
13
項
目
の
重
点
課
題
を

掲
げ
た
。

し
か
し
、
統
一
交
渉
日
程
で

当
局
回
答
を
得
ら
れ
ず
、
交
渉

日
程
も
調
整
が
難
航
し
た
。
そ

ん
な
中
、
統
一
行
動
日
の
前
日

と
な
る
5
月
21
日
時
点
に
お
い

て
12
単
組
で
回
答
を
引
き
出

し
、5
単
組
で
交
渉
を
実
施
し
た
。

12
単
組
の
回
答
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
と
し
て
、
窓
口
等
の
飛
沫

防
止
対
策
や
在
宅
・
時
差
勤
務

な
ど
に
よ
る
「
三
密
」
回
避
措

置
の
徹
底
が
回
答
さ
れ
た
ほ

か
、
人
員
要
求
に
対
し
て
は
、

職
員
の
応
援
体
制
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
一
時
的
な
人
員
の
拡

充
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て

検
討
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。

現
業
職
の
課
題
に
か
か
わ
っ
て

交
渉
を
実
施
し
た
5
単
組
で

は
、
引
き
続
き
現
業
職
を
採
用

（
八
王
子
）、
事
務
系
職
員
と

同
時
期
に
現
業
職
の
採
用
選
考

を
実
施
（
青
梅
）
と
、
2
単
組

で
採
用
の
具
体
化
を
確
認
。
ま

た
、
現
業
職
場
の
定
数
化
に
む

け
た
検
討
を
始
め
る
と
し
て
必

要
な
配
置
人
員
数
を
調
査
（
町

田
）、
現
業
職
の
必
要
性
に
つ

い
て
質
し
、「
現
業
職
は
必
要

で
あ
る
」
と
の
回
答
を
引
き
出

す
（
三
鷹
、
日
野
）
な
ど
、
残

る
単
組
で
も
現
業
職
採
用
に
む

け
た
土
台
を
築
い
た
。

5
月
25
日
に
は
東
京
都
な
ど

首
都
圏
の
1
都
3
県
と
北
海
道

で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
感
染

者
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
予
断
を

許
さ
な
い
。
自
治
体
職
場
に
お

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
か
か
る
業
務
は
継

続
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
職

員
の
感
染
防
止
の
徹
底
を
は
じ

め
、
業
務
過
多
と
な
っ
て
い
る

職
場
支
援
、
人
員
の
拡
充
な
ど

を
今
後
も
追
求
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
都
本
部
は
引
き
続

き
、
闘
争
体
制
を
維
持
し
、
各

単
組
の
交
渉
を
全
力
で
支
援
し

て
い
く
。

▲要求書を手交する八王子市職岩田執行委員長（左）
▲5月21日のヤマ場に実施した八王子市職の団交の様子

▲『都本部だより』を発行し推薦議員と職場実態を共有

福
祉
施
設
職
場
の
課
題

優
先
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、人
員
確
保
を

病
院
な
ど
医
療
機
関
、
介
護

・
障
害
福
祉
施
設
内
の
集
団
感

染（
ク
ラ
ス
タ
ー
）は
致
命
的
で

あ
る
。
そ
の
た
め
医
療
機
関
、

福
祉
施
設
で
働
く
職
員
は
誰
も

が
緊
張
と
不
安
の
中
に
あ
る
。

発
熱
、
咳
は
も
と
よ
り
、
頭

痛
、
喉
の
痛
み
、
無
臭
覚
な
ど

の
症
状
で
も
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ

ャ
リ
ア
」
と
し
て
感
染
拡
大
の

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
い
る
。

福
祉
施
設
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

及
び
抗
体
検
査
は
、
な
ん
ら
か

の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
優
先

的
に
行
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
職
場
の
人

員
支
援
体
制
が
不
可
欠
だ
。
各

施
設
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
国

・
自
治
体
に
よ
る
財
政
支
援
を

は
じ
め
、
感
染
防
止
の
た
め
の

資
材
、人
員
支
援（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）体
制
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

「
長
期
戦
」
と
言
わ
れ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
た
た
か
い
に
お
い
て
、

何
よ
り
も
医
療
、
福
祉
施
設
内

感
染
を
防
い
で
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
同
時
に
介
護
、
福

祉
施
設
職
場
で
の
人
材
確
保
の

た
め
に
、
処
遇
・
労
働
環
境
改

善
の
た
め
の
緊
急
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

野
党
は
居
宅
介
護
事
業
所
を

含
む
す
べ
て
の
介
護
・
福
祉
職

員
に
1
人
1
万
円
の
助
成
金
を

支
給
す
る
と
し
た
「
介
護
・
障

害
福
祉
従
事
者
の
人
材
確
保
に

関
す
る
特
別
措
置
法
案
」
を
提

出
し
て
い
る
。
こ
の
緊
急
対
策

を
契
機
に
し
て
、
介
護
・
福
祉

施
設
労
働
者
の
さ
ら
な
る
労
働

環
境
改
善
、
給
与
水
準
の
大
幅

な
引
上
げ
の
た
め
の
次
期
報
酬

改
定
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
都
本
部
と
し

て
も
引
き
続
き
国
や
自
治
体
の

動
向
に
注
視
す
る
と
と
も
に
自

治
労
本
部
・
連
合
と
連
携
し
必

要
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

「
休
校
で
仕
事

を
休
ん
だ
保
護
者

に
助
成
金
を
出
す

が
風
俗
業
は
対
象

外
」「
保
育
園
・

幼
稚
園
職
員
に
マ

ス
ク
を
配
布
す
る
が
朝
鮮
学

校
幼
稚
部
は
対
象
外
」「
学

生
ら
に
現
金
を
給
付
す
る
支

援
で
は
外
国
人
学
生
に
限
っ

て
成
績
上
位
3
割
程
度
の
み

と
す
る
」
な
ど
政
府
の
差
別

的
な
運
用
が
目
立
っ
て
い

る
。
ネ
ッ
ト
で
は
そ
れ
に
賛

同
・
賛
美
す
る
書
き
込
み
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
▼
救
う

価
値
の
あ
る
人
と
な
い
人
を

線
引
き
す
る
間
違
っ
た
考
え

方
や
実
践
は
過
去
に
も
存
在

し
た
。
そ
し
て
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
で
差
別
が
よ
り
一

層
、
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
▼
外
出
自
粛
で
生

活
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
の
社

会
環
境
の
変
化
で
余
裕
が
な

く
な
り
、
他
人
よ
り
自
分
優

先
と
い
う
方
向
へ
向
か
っ
て

し
ま
う
の
か
。
そ
れ
と
も
厳

し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
に

同
調
し
、
連
帯
と
い
う
方
向

に
向
か
う
の
か
▼
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
み
ん
な
不
便
を
感

じ
て
い
る
。
今
の
状
況
は
前

者
に
も
後
者
に
も
進
み
う

る
。
ど
ち
ら
の
方
向
に
繋
げ

て
い
く
の
か
、
私
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
行
動
が
問
わ
れ
て

い
る
。

（
平
間
）

東奔西走

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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1
9
4
0
年
代
の
朝
鮮
半
島

・
京
城
（
日
本
統
治
時
代
の
ソ

ウ
ル
の
呼
称
）。
盗
み
や
映
画

上
映
劇
場
の
宣
伝
で
生
計
を
立

て
て
い
た
お
調
子
者
の
パ
ン
ス

は
、
息
子
の
授
業
料
を
払
う
た

め
に
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
の
バ
ッ
グ

を
盗
む
。
日
本
の
台
頭
に
よ
っ

て
朝
鮮
民
族
の
言
葉
が
消
え
ゆ

く
時
代
、
言
葉
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
国
を
守
ろ
う
と
し
た
人

た
ち
が
い
た
。

ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
は
親
日
派
の

父
（
学
校
長
）
を
持
つ
裕
福
な

家
庭
の
息
子
だ
が
、
失
わ
れ
て

い
く
民
族
の
言
語
を
守
る
た

め
、
父
に
秘
密
で
辞
書
を
作
ろ

う
と
し
て
い
た
。
各
地
の
方
言

な
ど
あ
ら
ゆ
る
言
葉
を
集
め
る

「
マ
ル
モ
イ
（
こ
と
ば
あ
つ

め
）
作
戦
」
が
多
く
の
人
の
協

力
で
秘
密
裏
に
進
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
日
本
側
に
知
ら
れ
て

し
ま
い
、
せ
っ
か
く
集
め
た
資

料
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
う
。

一
方
の
パ
ン
ス
は
学
校
に
通

っ
た
こ
と
が
な
く
、
母
国
語
で

あ
る
朝
鮮
語
の
読
み
方
や
書
き

方
す
ら
知
ら
な
い
。
盗
ん
だ
バ

ッ
グ
を
き
っ
か
け
に
ジ
ョ
ン
フ

ァ
ン
と
出
会
っ
た
パ
ン
ス
は
、

辞
書
作
り
へ
の
協
力
を
通
し

て
、
自
分
の
話
す
母
国
の
言
葉

の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
く
。

日
本
統
治
下
の
朝
鮮
半
島
で

は
、
監
視
と
弾
圧
の
中
、
話
す

言
葉
が
朝
鮮
語
か
ら
日
本
語
へ

と
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、
名
前

す
ら
日
本
式
な
名
前
へ
と
、
創

氏
改
名
が
押
し
進
め
ら
れ
て
い

た
時
代
だ
っ
た
。

創
氏
改
名
を
描
い
た
映
画
と

し
て
は
イ
ム
・
グ
ォ
ン
テ
ク
監

督
の
『
族
譜
』
が
有
名
だ
が
、

こ
の
作
品
で
は
、
辞
典
を
作
る

の
に
非
識
字
者
が
主
人
公
と
い

う
思
い
も
よ
ら
な
い
設
定
で
、

パ
ン
ス
の
行
動
が
観
客
に
笑
い

と
感
動
を
与
え
、
心
を
ゆ
り
動

か
し
て
く
れ
る
。

�近日、シネマート新宿（�03－5369－2831）
ほか全国順次公開（新型コロナウイルスの
影響で公開日はまだ確定されていません）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
対
応
に
追
わ
れ
る
自
治

体
職
場
は
、
疲
弊
し
な
が
ら
も

日
夜
職
務
に
精
励
す
る
職
員
の

奮
闘
で
、
職
場
崩
壊
の
一
歩
手

前
で
踏
み
止
ま
っ
て
い
る
。

5
月
13
日
、
自
治
労
は
立
憲

民
主
党
の
要
請
に
応
え
、
保
健

所
で
働
く
自
治
労
組
合
員
と
立

憲
民
主
党
枝
野
代
表
や
阿
部
知

子
衆
議
院
議
員
に
よ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
保
健
所
の
課
題
は

何
か
、
政
治
は
何
を
す
べ
き
か

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
で
議
論
し
た
。

参
加
要
請
を
受
け
た
都
本
部

か
ら
は
、
都
本
部
衛
生
医
療
評

副
議
長
の
黒
田
藍
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
き
、「
感
染
症
の
流
行

と
い
っ
た
特
殊
な
状
況
下
に
お

け
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
、職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、

住
民
の
健
康
を
い
か
に
守
っ
て

い
く
か
と
い
っ
た
課
題
は
、
平

時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
い
っ
た
指
摘
を
は

じ
め
、
多
岐
に
わ
た
る
保
健
所

の
課
題
を
挙
げ
て
積
極
的
に
議

論
を
リ
ー
ド
い
た
だ
い
た
。

全
国
の
保
健
所
数
は
、
1
9

9
2
年
の
8
5
2
か
所
か
ら
2

0
1
9
年
の
4
7
2
か
所
ま
で
、

約
45
％
も
減
ら
さ
れ
、
そ
の
こ

と
に
伴
い
保
健
所
機
能
は
脆
弱

に
な
っ
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検

体
採
取
、
患
者
受
け
入
れ
医
療

機
関
の
手
配
、
感
染
経
路
の
解

明
や
住
民
か
ら
の
相
談
、
患
者

の
移
送
と
い
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク

な
職
務
に
も
従
事
す
る
。
残
念

な
が
ら
心
無
い
言
葉
を
口
に
す

る
住
民
の
方
が
い
る
こ
と
も
事

実
で
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
た
職
員
も
相
当
数
い
る
。

立
憲
民
主
党
の
枝
野
代
表

は
、「
地
方
財
政
が
ひ
っ
迫
し

人
員
も
不
足
す
る
中
、
十
分
な

交
付
金
が
無
け
れ
ば
感
染
症
対

策
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
こ
と

に
危
機
感
を
覚
え
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
政
治
に
反
映
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

行
き
過
ぎ
た
『
行
政
の
効
率

化
』
が
感
染
拡
大
を
防
ぐ
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。都
本
部
は
、あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
職
場
の
実

態
や
課
題
を
発
信
し
て
い
く
。

立
憲
民
主
党
へ
保
健
所
の
実
態
伝
え
る

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
自
治
労
組
合
員
が
参
加

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
マ
ル
モ
イ

こ
と
ば
あ
つ
め
』
監
督
：
オ
ム
・
ユ
ナ

読
み
書
き
が
で
き
な
く
て
も
言
葉
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
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▲立憲民主党Web会議に参加した黒田藍さん（都本部衛生医療評副議長）
▲自治労本部や他県本部代表と立憲民主党議員の皆さん（中右：枝野代
表、下：阿部衆議院議員）

じちろう共済「団体生命共済」 新型コロナウイルス感染症にかかる取り扱い
新型コロナウイルス感染症に罹患した場合等にかかるじちろう共済の取り扱いについてお知らせします。

死亡共済金・重度障害共済金 災害死亡共済金・災害障害共済金

＜支払対象者＞
じちろう共済「団体生命共済」に加入しているすべての方。

＜支払対象事由＞※
新型コロナウイルス感染症を直接の原因として死亡・重度障がいの状態に

該当した場合、「死亡共済金」又は「重度障害共済金」の支払対象となり

ます。これに加え、新型コロナウイルス感染症を事由とするものに限り、

「災害死亡共済金」もしくは「災害障害共済金」も支払対象となります。

※ 死亡診断書等に記載された傷病名により支払可否が判断されます。

※ 2020年2月1日以降に発生した共済事故より適用対象となります。

※ 新型コロナウイルス感染症が「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律第6条第2項、第3項または第4項」の疾病から解除された日以降に共済事故が

生じたとき、災害死亡共済金と災害障害共済金は支払対象外となります。

この件に関するお問い合わせは、全労済自治労共済本部東京都支部（�03－6256－9916）まで

病気入院共済金

＜支払対象者＞
じちろう共済「団体生命共済」に加入し、「医療保障」を付帯している方。

＜支払対象事由＞
新型コロナウイルス感染症の検査結果が陽性・陰性に関わらず、医師の指

示で医療機関に入院した場合、「病気入院共済金」の支払対象となります。

＜医療機関の事情による施設入所または自宅療養時＞
入院治療が必要にもかかわらず、医療機関の事情により、臨時施設（病院

と同等とみなせる施設）に入所し、もしくは自宅で療養し、医師の治療を

受けている場合も、医師の証明書等をご提出いただくことで、「病気入院

共済金」の支払対象となります。

新型コロナ対応
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